
　
十
月
二
十
二
日
に
和
歌
山
市
で
開
催
さ
れ
た

建
築
士
会
全
国
大
会
の
ま
ち
づ
く
り
屋
台
村
で

農
村
舞
台
の
紹
介
を
し
て
参
り
ま
し
た
。
屋
台

村
と
い
う
の
は
、
全
国
各
地
の
ま
ち
づ
く
り
に

関
わ
る
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
、
割
り
当
て
ら
れ
た

ブ
ー
ス
で
パ
ネ
ル
や
模
型
な
ど
い
ろ
ん
な
方
法

で
自
分
た
ち
の
活
動
を
紹
介
し
、
訪
れ
た
方
々

は
気
に
入
っ
た
活
動
に
投
票
（
持
ち
分
の
シ
ー

ル
を
貼
る
）
し
て
い
た
だ
き
人
気
の
高
い
活
動

に
賞
を
出
そ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
ブ
ー
ス
の
タ
イ
ト
ル
は
「
甦
れ
阿
波
の
農
村

舞
台
」
で
、
展
示
内
容
は
農
村
舞
台
と
阿
波
農

村
舞
台
の
会
の
活
動
の
紹
介
を
三
枚
の
パ
ネ
ル

に
し
て
展
示
。
ビ
デ
オ
は
上
那
賀
町
拝
宮
と
三

好
町
法
市
で
の
舞
台
復
活
公
演
を
撮
っ
た
も
の

を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
映
写
し
て
見
て
い
た
だ

き
ま
し
た
ま
し
た
。
パ

ネ
ル
は
川
上
さ
ん
、
ビ

デ
オ
編
集
は
岩
佐
さ
ん
、

お
二
人
の
機
関
誌
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
会

員
に
制
作
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
ブ
ー
ス
で
は
農
村
舞

台
の
展
示
以
外
に
も
建

築
士
会
の
ま
ち
な
み
研
究
会
で
取
り
組
ん
で
い

る
伝
建
指
定
へ
向
け
て
調
査
し
た
東
祖
谷
山
村

落
合
地
区
の
パ
ネ
ル
で
の
紹
介
や
県
下
の
町
並

み
調
査
報
告
書
な
ど
を
並
べ
て
来
店
者
に
見
て

頂
き
ま
し
た
。

　
屋
台
の
人
気
投
票
は
残
念
な
が
ら
ら
と
い
う

よ
り
当
然
選
外
、
な
に
せ
全
国
に
農
村
舞
台
の

こ
と
を
知
っ
て
頂
く
だ
け
で
よ
か
っ
た
の
で
、

他
県
の
ブ
ー
ス
の
よ
う
に
客
の
呼
び
込
み
を
す

る
わ
け
で
も
な
く
、
商
売
熱
心
で
な
か
っ
た
た

め
、
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
は
気

合
い
が
入
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
こ
の

よ
う
な
機
会
が
あ
れ
ば
全
国
に
発
信
し
て
ゆ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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小
学
校
出
前
人
形
浄
瑠
璃
公
演

　
県
文
化
振
興
財
団
の
事
業
で
、
毎
年
、
小
学

校
へ
人
形
浄
瑠
璃
の
出
前
公
演
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
は
、
小
学
校
の
体
育
館
が
会
場

で
し
た
が
、
今
回
は
じ
め
て
、
農
村
舞
台
を
利

用
し
、
町
内
の
小
学
校
の
生
徒
に
集
ま
っ
て
も

ら
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
十
月
二
二
日
、
台
風
一
過
の
秋
晴
れ
の
中
、

拝
宮
農
村
舞
台
に
、
上
那
賀
町
の
平
谷
小
学
校

と
海
川
小
学
校
の
子
供
た
ち
五
十
名
余
り
が
集

ま
り
ま
し
た
。
先
生
方
や
拝
宮
地
区
の
方
た
ち

が
見
守
る
中
、
勝
浦
座
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
人

形
浄
瑠
璃
の
公
演
を
鑑
賞
し
た
後
、
口
上
、
大

夫
、
三
味
線
、
人
形
の
各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
指
導
を
受
け
、
最
後
に
阿
波
鳴
の
さ
わ
り
を

子
供
た
ち
が
演
じ
ま
し
た
。

●
出
演
及
び
講
師

―
大
夫

連
記
佳
月

―
三
味
線

豊
澤
町
子

―
人
形

勝
浦
座

―
口
上

北
島
鬼
若

　
六
月
六
日
に
復
活
公
演
を
実
現
し
、
半
世
紀

ぶ
り
に
眠
り
か
ら
さ
め
た
舞
台
が
、
そ
の
後
も

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
白
人
神
社
の
神
様
も
き

っ
と
喜
ん
で
く
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

拝
宮
農
村
舞
台
の
活
用

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
憲
治

白
人
神
社
に
檜
さ
ん
舞
う

　
十
一
月
三
日
、
舞
踊
家
・
檜
千
尋
さ
ん
が
上

那
賀
町
拝
宮
の
白
人
神
社
の
秋
祭
り
に
見
事
な

舞
い
を
奉
納
し
て
く
れ
ま
し
た
。
か
つ
て
は
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
「
乙
女
の
舞
い
」
や
「
浦

安
の
舞
い
」
を
奉
納
し
て
い
た
そ
う
で
す
が
、

過
疎
化
と
高
齢
化
に
伴
っ
て
、
こ
こ
数
年
休
止

し
て
い
ま
し
た
。

　
ひ
ん
や
り
と
し
た
空
気
の
流
れ
る
農
村
舞
台

の
前
の
境
内
に
、
文
楽
人
形
師
・
大
江
巳
之
助

氏
が
つ
く
っ
た
面
を
つ
け
て
降
り
立
っ
た
檜
さ

ん
は
、
ま
る
で
白
人
神
社
の
神
様
の
化
身
の
よ

う
で
し
た
。
本
殿
側
の
石
段
の
上
に
現
れ
た
瞬

間
か
ら
、
見
守
る
人
の
視
線
を
釘
付
け
に
す
る

魅
力
あ
ふ
れ
る
公
演
に
は
、
小
さ
な
子
ど
も
も

引
き
込
ま
れ
て
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

屋
台
村
展
示

建
築
士
会
全
国
大
会
に
て
農
村
舞
台
紹
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林 

茂
樹

　
「
阿
波
人
形
浄
瑠
璃
芝
居
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

の
小
旗
を
船
縁
い
っ
ぱ
い
に
掲
げ
、
阿
波
鳴
の

語
り
、
ド
ラ
の
音
も
高
ら
か
に
周
遊
船
二
隻
が

新
町
川
の
川
面
を
ゆ
っ
く
り
と
進
ん
で
行
く
。

船
に
は
、
三
番
叟
（
今
回
は
児
童
が
三
番
叟
に

扮
し
て
い
る
）
、
浄
瑠
璃
の
太
夫
、
同
じ
く
三

味
線
の
師
匠
、
人
形
遣
い
の
人
達
が
乗
り
込
み
、

三
番
叟
に
扮
し
た
子
供
達
が
対
岸
の
人
達
に
手

を
振
る
。
三
味
線
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
人
形

遣
い
が
愛
嬌
た
っ
ぷ
り
に
木
偶
を
操
る
。
お
り

し
も
こ
の
日
、
新
町
川
公
園
で
は
、
「
０
４
ふ

る
さ
と
カ
ー
ニ
バ
ル
阿
波
の
狸
ま
つ
り
」
が
盛

大
に
行
わ
れ
て
お
り
、
人
出
は
す
こ
ぶ
る
多
く
、

物
珍
し
さ
も
手
伝
っ
て
沢
山
の
見
物
人
が
手
を

振
っ
て
船
渡
御
に
応
え
る
。
こ
れ
は
、
十
一
月

七
日
、
新
町
川
で
行
わ
れ
た
「
船
渡
御
」
の
一

コ
マ
で
あ
る
。

　
船
渡
御
は
新
町
橋
南
詰
め
の
東
公
園
の
浮
き

舞
台
を
一
二
時
に
出
船
、
所
要
時
間
は
四
十
分
、

郷
土
文
化
会
館
横
の
船
着
場
付
近
で
Ｕ
タ
ー
ン
、

船
着
場
・
両
国
橋
間
を
一
周
す
る
コ
ー
ス
で
あ

る
。
こ
の
船
渡
御
は
、
徳
島
県
文
化
振
興
財
団

と
徳
島
県
民
文
化
祭
開
催
委
員
会
が
主
催
し
、

毎
年
開
催
し
て
い
る
阿
波
人
形
浄
瑠
璃
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
実
施
さ
れ

る
も
の
で
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
今
年
で
八
回

目
、
船
渡
御
は
、
平
成
十
四
年
度
か
ら
始
ま
り
、

今
年
で
三
回
目
を
数
え
る
。

    

船
渡
御
は
、
本
来
は
、
御
座
船
に
神
の
御
霊

代
を
移
し
た
神
輿
を
乗
せ
て
移
動
す
る
神
事
で

あ
り
、
愛
知
県
の
津
島
祭
り
や
東
京
の
神
田
明

神
の
船
渡
御
が
つ
と
に
有
名
で
あ
る
。
中
で
も

津
島
祭
り
で
は
、
六
艘
の
ダ
ン
ジ
リ
船
に
多
数

の
提
灯
を
飾
り
、
そ
の
一
つ
に
は
、
能
人
形
と

い
う
人
形
を
乗
せ
る
。
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

の
船
渡
御
も
、
三
番
叟
の
人
形
を
乗
せ
る
と
こ

ろ
は
同
じ
で
あ
る
。
当
然
な
が
ら
プ
レ
イ
ベ
ン

ト
「
船
渡
御
」
の
命
名
も
こ
の
三
番
叟
乗
船
に

由
来
し
て
い
る
。
三
番
叟
は
、
使
用
さ
れ
る
木

偶
の
中
で
も
別
格
で
、
楽
屋
で
も
本
来
は
一
段

高
い
位
置
に
置
か
れ
御
神
酒
が
供
え
ら
れ
る
ほ

ど
神
格
化
し
た
木
偶
な
の
で
あ
る
。

    

イ
ベ
ン
ト
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、
「
後

世
に
つ
な
げ
よ
う
、
阿
波
の
人
形
浄
瑠
璃
と
き

れ
い
な
川
・
阿
波
木
偶
が
新
町
川
を
渡
る
」
で

あ
る
。

  

近
年
、
新
町
川
は
、
汚
染
が
激
し
く
、
魚
も

住
め
な
い
川
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
四
十
年
代
後

半
か
ら
浄
化
が
進
み
今
で
は
綺
麗
な
水
質
を
と

り
も
ど
し
て
い
る
。
新
町
川
の
浄
化
は
、
関
係

者
は
も
と
よ
り
市
民
の
長
い
間
の
夢
で
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
新
町
川
の
浄
化
運
動
を

推
進
さ
れ
て
い
る
「
新
町
川
を
守
る
会
」
に
こ

の
行
事
に
参
画
い
た
だ
く
こ
と
と
し
、
後
援
を

お
願
い
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
し
て
船
渡
御
に

用
い
る
船
に
は
、
ひ
ょ
う
た
ん
島
を
一
周
す
る

周
遊
船
二
隻
を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
。

  

船
渡
御
の
終
わ
っ
た
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

は
、
東
公
園
内
に
し
つ
ら
え
た
仮
設
舞
台
で
の

人
形
浄
瑠
璃
公
演
で
あ
る
。
「
寿
式
三
番
叟
」

を
演
じ
る
の
は
川
内
北
小
学
校
人
形
浄
瑠
璃
ク

ラ
ブ
の
子
供
達
で
あ
る
。
愛
く
る
し
い
子
供
の

演
技
に
観
客
は
拍
手
を
惜
し
ま
な
い
。
演
舞
が

終
わ
れ
ば
、
子
供
達
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
へ
と

続
く
が
、
子
共
達
の
、
照
れ
な
い
対
応
ぶ
り
に

は
驚
か
さ
れ
る
。

  

次
ぎ
の
演
目
は
、
『
日
高
川
入
相
花
王
　
渡

し
場
の
段
』
で
あ
る
。
大
夫
は
竹
内
雅
代
、
三

味
線
は
鶴
澤
友
輔
師
匠
、
人
形
座
は
、
阿
波
人

形
浄
瑠
璃
研
究
会
青
年
座
。
青
年
座
は
、
昭
和

五
十
六
年
発
足
、
阿
波
の
人
形
浄
瑠
璃
を
よ
り

親
し
み
の
あ
る
身
近
な
も
の
、
楽
し
い
も
の
と

し
て
と
ら
え
、
津
軽
三
味
線
や
ア
フ
リ
カ
の
民

俗
楽
器
ジ
ャ
ン
べ
と
の
共
演
を
行
い
、
二
十
日
、

二
十
一
日
の
阿
波
人
形
浄
瑠
璃
芝
居
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
で
は
、
新
作
の
「
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｔ
Ｏ
三
番
叟
」

を
演
じ
る
な
ど
、
常
に
新
機
軸
を
う
ち
だ
し
て

い
る
。
日
高
川
で
は
、
迫
力
あ
る
大
蛇
と
の
絡

み
を
た
っ
ぷ
り
と
見
せ
、
大
き
な
拍
手
を
得
た
。

　
演
目
の
最
後
を
飾
る
の
は
、
古
い
歴
史
を
持

つ
座
の
一
つ
、
大
谷
旭
源
之
丞
座
。
創
設
は
天

保
年
間
と
い
い
、
百
年
以
上
の
伝
統
を
持
つ
座

で
あ
る
。
演
じ
る
外
題
は
、
『
坪
坂
観
音
霊
験

記
沢
市
内
の
段
』
、
大
夫
は
佐
藤
春
月
、
三
味

線
は
、
竹
本
友
和
嘉
師
匠
が
務
め
た
。

　
こ
の
種
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
会
場
が
屋
外
だ
け

に
当
日
の
天
候
が
大
い
に
心
配
さ
れ
た
。
今
回

は
、
予
想
外
の
好
天
と
な
り
、
他
の
イ
ベ
ン
ト

と
も
重
な
っ
て
多
く
の
観
客
を
得
る
こ
と
が
出

来
き
、
午
後
三
時
過
ぎ
、
盛
会
裡
に
閉
幕
と
な

っ
た
。

第
八
回
阿
波
人
形
浄
瑠
璃
フ
ェ
ス
テ
ィ
バル

プ
レ
イ
ベン
ト
船
渡
御
　
　
徳
島
県
文
化
振
興
財
団
事
業
部
長 

坂
本
憲
一


